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　本書は 1876 年から 1878 年にかけて起きた、

日本では従来注目されることのなかった中国

近代史上の大旱魃と飢饉状態およびそれに対

する救済活動を取り上げたものである。

　ここに描かれているのは、第１に大旱魃と

飢饉の実状である。そこでは、餓死者が相次

ぎ、生き残ったものは草や根を食べ尽くし、

ついには人肉を食べたという悲惨な状況、さ

らに飢餓線上の彼らは難民として、幽鬼のよ

うに都市部へ移動していく。そしてその過程

で親が手放す子供を買う人買いが横行する。

都市に行っても官側および都市住民は、難民

を無頼の民と同一視し、都市の社会秩序を守

ることを第一義的に追求するという当時の苛

酷な実状が描かれている。

　第２にこのような惨状に対しての懸命の救

済活動の実情が描かれている。清朝側の官も

穀物を確保し、実際に飢餓地域に届いたもの

は少量であったが、飢餓地域に穀物を輸送し

ようと試みている。また官側と協力しながら

救済に立ち上がった善士と呼ばれる人々、さ

らに当時の排外的風潮の中で、命がけで救済

に携わったキリスト教の外国人宣教師の姿が

描かれている。善士は義捐金で、婦女を人買

いから買い戻したりし、外国人宣教師は、孤

児を収容施設に収容し縁者に引き取らせたり

して、懸命の救済活動をしている。このよう

な官や善士や外国人宣教師などの救済活動の

叙述の箇所は、本書の魅力を際立たせている。

　自然災害による飢饉とその救済という本書

のテーマは、単に 19 世紀後半期だけではなく

古代から現代まで通じるテーマであり、特に

1958 年から始まる大躍進運動はその政策的誤

りと自然災害も加わり、多くの餓死者を出し

た。このような現代中国の問題を考えるにも

示唆を与える本書を学生諸君に勧めたい。

実現してきた時代である。普通の人々が豊か

さを享受できた時代である。それは、企業が

従業員とともに協調して成し遂げたのである。

　しかしながら、世界に類を見ない労働組

合との協力関係は、時として組織を危機にお

としめることになる。「破滅への疾走」（高杉

良著）は、日産自動車の会長（川又克二）と

労働組合・自動車労連会長（塩路一郎）の自

己利益的な意思決定と権力闘争の醜さとを見

事に分析し表現している。「錆は鉄より生じ、

やがて鉄そのものを滅ぼす」という明言は、

組織が経営者やリーダーの資質にいかに依存

しているかを如実に示している。伝統的な日

本社会において、滅私奉公の精神が守られて

きた。現代では「公」とは「おおやけ」すな

わち社会と解すべきであろう。日本の社会に

おいては、「おかげさまで」の他者を思いや

る精神は、消滅しつつある。他人の存在など

無視し、踏みつける状況すら存在するのであ

る。ＩＴバブルの落とし子であるライブドア

のホリエモンなどはその典型であろう。

　高杉良は徹底した自己取材による資料の解

析を通じて、小説に登場する人物行動の個性

的表現と入念な心理描写によって臨場感を醸

し出している。高杉良は、経済小説といわれ

る分野の先駆者であり第一人者である。彼は、

企業とビジネスの不合理さや冷たさに焦点を

当て、組織の非人間的側面をえぐり出し、倫

理の大切さを強調している。現代社会に生き

る者として、ビジネス社会の在り方に警鐘を

鳴らしている彼の声に、今こそ耳を傾ける必

要があろう。

　日本は、良きにつけ悪しきにつけ、アメリ

カ社会を後追いしている。現在の格差社会が、

これからも、急速に悪化することは予想に難

くない。10 年後の日本の姿を想定しうる予言

の書として、「ルポ　貧困大国アメリカ」（堤

未果著）も一読していただきたい。

　社会の変化を鳥瞰し、自己の人生観に思い

を持つことは、何のしがらみもない学生時代

にこそ成しうることができよう。
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